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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月24日(2021.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前側胴部と後側胴部とこれらの間に位置する股部を有し、前側胴部と後側胴部とが接合
されることによりウェスト開口部と一対の脚開口部とを有するパンツ形状に形成された外
装部材と、
　外装部材の少なくとも股部に設けられ、トップシートとバックシートとこれらの間に配
された吸収体を有する吸収性本体とを有する使い捨ておむつであって、
　外装部材は内側シートと外側シートを有し、内側シートと外側シートの間に、股部を横
断し、脚開口部の前側の縁に沿って延びる前側脚部弾性部材と、股部を横断し、脚開口部
の後側の縁に沿って延びる後側脚部弾性部材とが設けられ、
　吸収性本体は外装部材の肌面側に第１接着領域で接着され、
　内側シートと外側シートは第２接着領域で互いに接着され、第２接着領域は、股部に設
けられた第２中間接着領域と、第２中間接着領域よりも前側に設けられた第２前側接着領
域と、第２中間接着領域よりも後側に設けられた第２後側接着領域とを有し、第２中間接
着領域において、前側脚部弾性部材と後側脚部弾性部材が股部を横断して設けられ、
　第２中間接着領域は、少なくとも一部が第１接着領域と重なって設けられるともに、吸
収性本体の幅方向の一方側縁から他方側縁にかけて連続的に設けられ、
　第２前側接着領域が下記要件Ａを満たすように設けられている、および／または、第２
後側接着領域が下記要件Ｂを満たすように設けられていることを特徴とする使い捨ておむ
つ。
　（要件Ａ）
　第２前側接着領域は、少なくとも一部が第１接着領域と重なって設けられるとともに、
吸収性本体の幅方向の一方側縁から他方側縁にかけて断続的に設けられ、これにより、第
２中間接着領域よりも前側の吸収性本体と重なる部分に、内側シートと外側シートとが接
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着されない第２前側非接着領域が形成され、
　第２前側非接着領域は、第２前側接着領域が形成される前後方向の範囲の全体にわたっ
て、前後方向に連続的に形成され、
　第２前側接着領域は、第１接着領域の幅方向の一方側縁と他方側縁と重なって設けられ
ている。
　（要件Ｂ）
　第２後側接着領域は、少なくとも一部が第１接着領域と重なって設けられるとともに、
吸収性本体の幅方向の一方側縁から他方側縁にかけて断続的に設けられ、これにより、第
２中間接着領域よりも後側の吸収性本体と重なる部分に、内側シートと外側シートとが接
着されない第２後側非接着領域が形成され、
　第２後側非接着領域は、第２後側接着領域が形成される前後方向の範囲の全体にわたっ
て、前後方向に連続的に形成され、
　第２後側接着領域は、第１接着領域の幅方向の一方側縁と他方側縁と重なって設けられ
ている。
【請求項２】
　前側脚部弾性部材と後側脚部弾性部材は、第２中間接着領域で股部を断続的に横断して
設けられている請求項１に記載の使い捨ておむつ。
【請求項３】
　第２中間接着領域は、吸収性本体の幅方向の一方側縁および他方側縁から幅方向の外方
に、外装部材の外縁まで延在して設けられている請求項１または２に記載の使い捨ておむ
つ。
【請求項４】
　第２前側接着領域は、吸収性本体の前側縁よりも前方に延在して設けられている、およ
び／または、
　第２後側接着領域は、吸収性本体の後側縁よりも後方に延在して設けられている請求項
１～３のいずれか一項に記載の使い捨ておむつ。
【請求項５】
　第２前側接着領域は、吸収性本体の幅方向の一方側縁および他方側縁から幅方向の外方
に延在し、前側脚部弾性部材と重なって設けられるとともに、前側脚部弾性部材よりも前
方に延在している、および／または、
　第２後側接着領域は、吸収性本体の幅方向の一方側縁および他方側縁から幅方向の外方
に延在し、後側脚部弾性部材と重なって設けられるとともに、後側脚部弾性部材よりも後
方に延在している請求項１～４のいずれか一項に記載の使い捨ておむつ。
【請求項６】
　前側胴部と後側胴部には、内側シートと外側シートの間に、幅方向に延びる胴部弾性部
材が設けられ、
　第２前側接着領域および／または第２後側接着領域は胴部弾性部材から離間して設けら
れ、第２前側接着領域および／または第２後側接着領域と胴部弾性部材との間に、内側シ
ートと外側シートが接着されない非接着領域が形成されている請求項１～５のいずれか一
項に記載の使い捨ておむつ。
【請求項７】
　第１接着領域が第２前側接着領域と重なる部分の幅方向の一方側縁から他方側縁までの
長さをＷＡ１、第２前側非接着領域の幅方向の長さをＷＡ２としたとき、ＷＡ２／ＷＡ１

の値が０．１５以上０．９０以下である、および／または、
　第１接着領域が第２後側接着領域と重なる部分の幅方向の一方側縁から他方側縁までの
長さをＷＢ１、第２後側非接着領域の幅方向の長さをＷＢ２としたとき、ＷＢ２／ＷＢ１

の値が０．１５以上０．９０以下である請求項１～６のいずれか一項に記載の使い捨てお
むつ。
【請求項８】
　第２前側非接着領域の幅方向の長さは、第２後側非接着領域の幅方向の長さよりも長い
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請求項１～７のいずれか一項に記載の使い捨ておむつ。
【請求項９】
　第２前側接着領域および／または第２後側接着領域は、第２中間接着領域よりも剛軟度
が高い請求項１～８のいずれか一項に記載の使い捨ておむつ。
【請求項１０】
　第１接着領域は、幅方向に断続的に設けられた複数の第２前側接着領域に跨がって、幅
方向に連続的に設けられている、および／または、
　第１接着領域は、幅方向に断続的に設けられた複数の第２後側接着領域に跨がって、幅
方向に連続的に設けられている請求項１～９のいずれか一項に記載の使い捨ておむつ。
【請求項１１】
　第１接着領域は幅方向に断続的に設けられ、隣接する第１接着領域の間に吸収性本体が
外装部材と接着されない第１非接着領域が形成され、
　第２前側非接着領域および／または第２後側非接着領域は、第１非接着領域と重なって
設けられている請求項１～９のいずれか一項に記載の使い捨ておむつ。
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